
最終本会議で、ガレキ処理の請願の

賛成討論をしました 

 

議
会
報
告 

１ 

一
般
質
問 

１ 

命
を
守
る
市
政
に
つ
い
て 

１
．
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
を
利
用
す
る

「
電
力
弱
者
」
の
実
態
と
対
応
は 

Ｑ
入
院
や
通
院
で
市
内
医
療
機
関
を
利
用

し
て
い
る
市
民
、
ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
老
人
福
祉
施
設
や
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
障
害
者
福
祉
施
設

を
利
用
し
て
い
る
市
民
は
、
人
工
透
析
や
、

人
工
呼
吸
器
・
た
ん
吸
引
器
・
吸
入
器
を
使

用
し
て
い
る
。
こ
の
方
た
ち
は
、
停
電
に
な

る
と
、
生
命
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
。
市
は
そ

の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
停
電

時
の
危
険
を
回
避
す
る
対
応
策
は 

Ａ
福
祉
施
設
利
用
者
は
82
人
が
医
療
機
器

を
使
用
、
在
宅
療
養
者
は
人
工
呼
吸
器
20

台
・
酸
素
濃
縮
装
置
183
台
を
使
用
。
市
も

県
・
各
施
設
・
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
・
担
当

医･

医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
る 

 

「
日
常
生
活
用
具
の
給
付･

貸
与
者
の

リ
ス
ト
」
で
調
べ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

の
で
、
こ
の
質
問
後
、
障
害
福
祉
課
は
独
自

に
在
宅
療
養
者
を
調
査
。（
「
計
画
停
電
に
備

え
た
対
応
状
況
報
告
書
」
を
居
宅
介
護
事
業

所
に
求
め
た
。
HP
参
照
）
全
て
が
予
備
電

源
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
人
工
透
析
療
法
を
行
う
市
内
３

診
療
所
は
、
停
電
時
、
診
療
時
間
を
変
更
す

る
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ
と
、
市
立
病
院
長

も
医
師
会
会
合
で
協
力
体
制
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
福
祉
事
業
所
と
介
護
事
業
者
へ
の

問
合
せ
も
行
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
質
問
で
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
、

①
市
の
窓
口
は
市
・
危
機
管
理
課
、
②
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
17
年
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
１
年
、
こ
れ
ら
か
ら
得
た
教
訓
が

生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
透
析
が
４
日
以
上

空
い
た
人
が
１
割
も
い
ま
し
た
。 

そ
も
そ
も
市
内
の
５
つ
の
総
合
病
院
は

除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。「
停
電
」
は
関
電
の

脅
し
で
、
電
力
不
足
で
電
気
が
停
ま
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
地
震
が
近
々

発
生
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

２
．
被
災
地
の
こ
ど
も
の
一
時
保
養
へ
の

支
援
は
さ
れ
る
の
か 

Ｑ
昨
年
、
市
教
委
は
大
船
渡
市
の
中
学
生
を

招
い
て
交
流
し
た
。
ま
た
民
間
団
体
主
催
で

福
島
の
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
、
保
養
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
た
。
今
年
度
の
支
援
は 

Ａ
今
後
も
継
続
し
て
可
能
な
限
り
支
援 

 

今
年
も
40
人
の
中
学
生
と
引
率
者
を

招
き
、
本
市
中
学
生
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
し

ま
す
。
ま
た
、
２
回
目
の
「
宝
塚
キ
ャ
ン
プ
」

で
も
、
宝
塚
市
は
協
力
し
て
手
塚
治
虫
記
念

館
や
ナ
チ
ュ
ー
ル
ス
パ
に
招
待
し
て
く
れ

ま
す
。 

放
射
能
の
影
響
か
ら
、
安
全
な
地
域
に
子

ど
も
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
は
、
一
時
的
で
も
、

思
い
っ
き
り
戸
外
で
遊
べ
て
、
安
全
な
も
の

を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
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☆月～金 10:00～15:00
但し、不在のこともご
ざいますので、お電話
をしていただいてから
お越しください。 

☆事務所のコピー機・印
刷機（新機種入りまし
た）ご利用ください。
（有料） 

☆事務所をグループ・サ
ークル等の活動にご利
用ください。（無料） 
《使用日時は電話でお
問い合わせください。》 

☆事務所に教育・平和・
食の安全等の本があり
ます。お気軽にご覧く
ださい。 

る
。
そ
う
思
う
と
、
会
社
か
ら
大
量
に
出
る
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
ご
み
（
燃
や
す
し
か
な
い
も
の
）

を
な
く
し
た
い
！
」
と
の
思
い
か
ら
、
企
業
秘

密
は
守
り
つ
つ
処
理
コ
ス
ト
を
下
げ
る
「
機
密

書
類
粉
砕
処
理
工
場
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
に
古
紙
を
持
ち

込
ん
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
商
品
券
と
交

換
で
き
る
機
械
を
設
置
。
更
に
、
学
校
に
も
古

紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
訴
え
る
出
張
授

業
に
出
か
け
ま
す
。 

自
然
環
境
へ
の
情
熱
は
、
前
号
で
ご
紹
介

「
紙
は
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
！
」 

あ
る
古
紙
卸
売
業
者
が
、

「
１
本
の
木
か
ら
約
一
万
三
千

枚
の
Ａ
４
コ
ピ
ー
用
紙
が
で
き

し
た
、
カ
キ
養
殖

家
・
畠
山
重
篤
さ
ん

同
様
、
次
々
と
湧
く

ア
イ
デ
ィ
ア
の
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
行
き
着
く
と

こ
ろ
は
ど
ち
ら
も

「
教
育
」
で
す
。 



す
る
こ
と
で
、
免
疫
力
を
高
め
、
体
内
に
取

り
込
ん
だ
放
射
性
物
質
を
少
し
で
も
排
出

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
２
月
に

「
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か
ら
守
る
福
島

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局
の
吉
野
さ
ん
が
私

を
訪
ね
て
来
ら
れ
、
市
有
施
設
の
検
討
な
ど

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
何
れ
に
せ
よ
、

長
期
の
継
続
支
援
が
必
要
で
す
。 

 ２ 

保
育
所
誘
致
整
備
事
業
に
つ
い
て 

Ｑ  

（
１
）
JR
中
山
寺
・
阪
急
中
山
・
山
本
駅

周
辺
地
域
に
保
育
所
を
整
備
す
る
理
由
は 

（
２
）
法
人
選
定
委
員
会
で
の
議
論
の
概
要

は （
３
）
近
隣
住
民
と
の
話
し
合
い
で
出
た
論

点
は 

Ａ （
１
）
昨
年
４
月
１
日
の
待
機
児
は
90
人
。

そ
の
う
ち
の
60
％
が
米
谷
・
中
筋
・
平
井

地
域
だ
っ
た 

（
２
）
基
本
理
念
・
施
設
計
画
・
保
育
計
画

等
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
現
地
視
察
審
査
し
判
断 

（
３
）
西
側
通
用
門
の
整
備
が
送
迎
時
に
危

険 

 

２
０
１
４
年
ま
で
に
25
箇
所
の
保

育
所
を
整
備
す
る
計
画
「
た
か
ら
っ
子
『
育

み
』
み
プ
ラ
ン
」
で
は
、
目
標
達
成
後
も
待

機
児
解
消
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
は
私

立
保
育
所
を
誘
致
、
法
人
選
定
委
員
会
は

「
（
社
福
）
富
山
福
祉
会
」
が
妥
当
と
判
断

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
近
隣
住
民
へ
の
説
明

会
は
非
常
に
紛
糾
し
ま
し
た
が
、
保
育
園
側

も
誠
実
に
対
応
さ
れ
、
住
宅
側
に
駐
車
場
と

通
用
門
は
設
置
し
な
い
こ
と
で
決
着
し
ま

し
た
。 

 

駅
か
ら
５
分
と
便
利
で
す
が
、
交
通

量
が
非
常
に
多
い
所
で
す
。
一
方
通
行
で
、

園
前
面
道
路
交
通
量
は
７
時
か
ら
９
時
ま

で
の
２
時
間
が
889
台
、
対
向
車
線
千
百
61

台
。
17
時
か
ら
19
時
ま
で
の
２
時
間
が
前

面
757
台
、
対
向
682
台
で
す
。
こ
こ

に
約
80
台
の
園
児
の
送
迎
車
が
加

わ
る
の
で
す
か
ら
、
安
全
に
は
充
分

配
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

３ 

外
国
人
住
民
票
に
つ
い
て 

Ｑ （
１
）
７
月
９
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
・
在

留
外
国
人
管
理
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
市

へ
の
問
合
せ
状
況
は 

（
２
）
施
行
後
の
本
市
業
務
へ
の
影
響
は 

（
３
）
３
月
議
会
で
の
委
員
会
答
弁
の
よ
う

に
、
外
国
人
市
民
に
と
っ
て
本
当
に
有
益
な

こ
と
ば
か
り
な
の
か 

Ａ （
１
）
該
当
す
る
三
千
135
人
・
二
千
36
世

帯
に
６
ヶ
国
語
で
通
知
と
仮
住
民
票
を
郵

送
。
HP
・
広
報
た
か
ら
づ
か
・
チ
ラ
シ
で

情
報
を
提
供
。
そ
の
後
問
合
せ
は
100
件
程 

（
２
）
外
国
人
専
用
窓
口
設
置
、
英
語
の
話

せ
る
職
員
２
名
配
置 

（
３
）
在
留
期
間
の
緩
和
や
手
続
き
の
簡
素

化
等
、
外
国
人
の
利
便
に
つ
な
が
る 

 

７
月
９
日
、
60
年
以
上
続
い
た
外

国
人
登
録
法
（
外
登
法
）
は
廃
止
さ
れ
、
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入
管
法
）
と

住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
。
新
た
な
在
留
外

国
人
管
理
制
度
で
は
、
90
日
以
上
の
中
長

期
在
留
者
に
は
、
従
来
の
「
外
国
人
登
録
証

明
書
」
（
市
町
村
長
が
交
付
）
に
変
わ
っ
て

「
在
留
カ
ー
ド
」
が
、
特
別
永
住
者
に
は
「
特

別
永
住
者
証
明
書
」
が
、
法
務
大
臣
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
の
外
国
人
登

録
原
票
が
廃
止
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
中
長
期

在
留
者
と
特
別
永
住
者
の
外
国
人
に
つ
い

て
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す
。 

 

外
国
人
に
様
々
な
義
務
規
定
を
設

け
、
違
反
に
対
し
刑
事
罰
・
在
留
資
格
取
り

消
し
を
科
す
。
狙
い
は
国

に
よ
る
一
括
集
中
管
理

体
制
の
構
築
で
す
。
ま
た
、

便
利
な
「
み
な
し
再
入
国

許
可
」
も
朝
鮮
民
主
主
義

共
和
国
人
の
み
利
用
で

き
ま
せ
ん
。 

 
「
外
国
人
登
録
原

票
」
が
市
に
な
く
な
る
こ
と
で
、
利
便
性
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
で
不
都
合
が

生
じ
ま
す
。
「
独
自
の
記
録
の
整
備
は
、
市

民
の
公
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権

利
」
と
言
い
切
る
尼
崎
・
西
宮
・
姫
路
市
で

は
、
原
票
情
報
を
市
で
管
理
し
ま
す
。 

 

２ 

主
な
議
案
・
請
願
・
陳
情
の

審
議 

・
宝
塚
市
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
副
市
長
の
定
数
を
２
人
か
ら
１
人
に
改

め
る
。
人
件
費
削
減
・
４
名
合
議
に
。
３
月

議
会
の
継
続
審
査
。
修
正
案
施
行
日
を
公
布

日
と
す
る 

・
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
・
特
別
会

計
宝
塚
す
み
れ
墓
苑
事
業
費
予
算
→
全
員

一
致
可
決 

…
都
市
整
備
公
社
を
解
散
、
市
直
営
に
。
墓

苑
取
得
事
業
債
22
億
千
130
万
円
を
計
上
。

今
後
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
は
い
る
。
附
帯

意
見
敷
地
内
整
備
・
貸
出
促
進
・
ア
ク
セ
ス

向
上
・
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
に
取
組
む
よ
う

に
。 

・
宝
塚
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
→
５
％
案
可
決
反
公
明
・
ユ

ニ
ッ
ト
・
い
と
う 

…
自
主
カ
ッ
ト
率
５
会
派
合
意
が
決
裂
し

た
た
め
、
17
・
７
％
、
10
％
、
５
％
の
３

案
が
出
た
。
報
酬
審
答
申
を
尊
重
し
、
大
き

FM
宝
塚
で
は
、
大
島
の
一
般

質
問
を
８
月
６
日(

月)

13
時
～

放
送
。 

９
月
議
会
か
ら
、
本
会
議
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
始
ま
る
！ 



議員報酬明細書 
 

2012年 7月分 

下表の通り報告いたします。  

不明瞭な点はお尋ねください。 

説明させていただきます。 

な
変
化
を
し
な

か
っ
た 

・
デ
フ
レ
対
策
を

求
め
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て

の
請
願
→
不
採

択
賛
藤
本 

…
デ
フ
レ
ス
パ

イ
ラ
ル
の
大
き

な
要
因
が
「
個
人

消
費
の
冷
え
込

み
」
に
は
納
得
で

き
る
が
、
「
公
共

工
事
削
減
」
は
如

何
か
と
反
対
し

た ・
宝
塚
市
立
養
護

老
人
ホ
ー
ム
福

寿
荘
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
→
可
決
反
共

産
・
藤
本
・
寺
本 

…
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
。
入
所
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
た
結
果 

・
宝
塚
市
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
減
量
及
び

再
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
発
生
し

て
い
る
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
行
為
を
10

月
１
日
か
ら
禁
止
。
抑
止
型
な
の
で
氏
名
等

の
公
表
に
。
企
業
対
象
と
な
る 

・
宝
塚
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
→
全

員
一
致
可
決 

…
平
日
の
救
急
体
制
の
現
状
に
即
し
て
、
診

療
科
目
に
救
急
科
を
追
加
。
医
師
た
ち
の
発

意
で
。 

・
工
事
請
負
契
約
（
市
立
山
手
台
小
学
校
校

舎
増
築
（
建
築
）
工
事
）
の
締
結
→
全
員
一

致
可
決 

…
校
舎
棟
を
増
築
す
る
た
め
、
神
鋼
興
産
建

設
株
式
会
社
を
請
負
金
額
１
億
５
千
８
百

55
万
円
で
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結 

・
災
害
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
の
請
願
→
否

決
賛
と
も
に
・
共
産 

…
①
災
害
廃
棄
物
の
地
元
分
別
・
処
理
で
雇

用
確
保
。
②
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
は
、

発
電
所
敷
地
内
等
で
、
東
電
と
国
の
責
任
に

よ
り
集
中
的
か
つ
長
期
間
安
全
に
管
理
。
③

労
働
者
の
安
全
衛
生
に
万
全
の
配
慮
を
。 

こ
の
３
点
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も

の
。
絆
で
広
域
処
理
引
き
受
け
る
陰
に
は
、

利
権
の
存
在
が
あ
る
こ
と
、
首
長
が
地
元
処

理
を
訴
え
る
市
町
も
あ
り
、
自
然
林
の
防
波

堤
な
ど
、
新
た
な
廃
棄
物
の
利
用
法
で
は
足

り
な
い
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
、
放
射
能
の
汚

染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
な
ど
、
賛
成
討
論
し
た 

・
豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
請

願
→
全
員
一
致
採
択 

・
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

へ
の
移
転
計
画
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て
の
請
願
→
趣
旨
採
択 

…
パ
ブ
コ
メ
に
は
場
所
不
掲
載
。
一
箇
所
集

中
は
災
害
時
危
険
。
医
療
産
業
都
市
化
ね
ら

い ・
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
御
殿
山
２
丁
目
地
区
（
御
殿
山
児
童
館
近

辺
）
、
清
荒
神
駅
南
地
区
（
ベ
ガ
・
ホ
ー
ル

近
辺
）
及
び
北
売
布
ガ
丘
地
区
（
旧
三
井
グ

ラ
ウ
ン
ド
近
辺
）
に
お
け
る
地
区
計
画
の
都

市
計
画
決
定
に
よ
り 

・
財
産
（
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
無
線
機

器
一
式
）
の
取
得
に

つ
い
て
→
全
員
一

致
可
決 

…
火
災
や
救
助
事

案
が
同
時
に
多
発

す
る
大
規
模
災
害

発
生
時
に
も
通
信

手
段
を
確
保
し
、
十

分
な
連
絡
体
制
及

び
指
揮
命
令
体
制

を
確
立
。
国
庫
補
助

事
業
で
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
無
線
を

整
備
、
消
防
通
信
網

の
強
化
充
実
を
。
３

億
９
千
７
百
95
万

円
で
、
日
本
電
気
（
株
）
神
戸
支
社
か
ら
。

先
手
を
打
っ
て
い
た
の
で
、
補
助
金
が
活
用

可
と
な
る 

・
再
稼
動
し
た
大
飯
原
発
３
、
４
号
機
の
稼

動
停
止
を
求
め
る
緊
急
決
議
案
→
否
決
賛

と
も
に
・
共
産 

…
事
故
調
答
申
も
経
ず
、
根
拠
な
き
安
全
。

共
産
と
大
島
で
最
終
本
会
議
に
出
し
た 

・
宝
塚
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め

る
条
例
の
制
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
①
市
基
本
構
想･

基
本
計
画
。
②
長
期
の

重
要
事
業
の
計
画
。
③
姉
妹
都
市･

友
好
都

市
。
④
都
市
宣
言
の
策
定･

変
更･

廃
止
を
追

加

議員報酬 563,000 所得税 16,850 

  県市民税 50,800 

  共済会掛金 0 

  議員互助会 5,000 

  国民健康保険 86,000 

  社民党費 50,670 

  保育・子育て議員連盟 500 

  国際交流議員連盟 500 

  観光振興議員連盟 500 

  互助会活動（郷土史研究会等） 1,000 

  国民年金 14,980 

  事務所運営・活動・生活費 336,200 

収入合計 563,000 支出合計 563,000 

産業建設常任委員会では委員長に就任しました 



地図①：美しい浄土ケ浜 

 
何
と
記
そ
う
か
、
正
直
気
が
重
い
。
し
か

し
皆
さ
ん
に
も
是
非
お
伝
え
し
な
く
て
は

と
、
ペ
ン
を
執
る
。 

 

４
月
30
日
～
５
月
２
日
、
岩
手
県
の
三

陸
地
区
の
震
災
・
津
波
に
よ
る
被
災
状
況
を

把
握
し
、
復
興
の
支
援
に
つ
な
げ
よ
う
と

「
被
災
地
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研
修
」
に
参
加

し
た
。
議
員
26
名
中
16
名
が
参
加
。
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
ま
だ
あ
の
原

野
の
よ
う
な
光
景
が
頭
か
ら
離
れ

な
い
。 

 

復
興
の
状
況
は
、
地
形
や
住
民
の

意
向
・
自
治
体
の
体
力
に
よ
っ
て
、

か
な
り
差
が
あ
っ
た
。
陸
前
高
田
の

よ
う
に
、
広
大
な
市
中
心
部
一
面
が

何
も
な
く
な
っ
て
い
る
所
か
ら
、
ぽ

つ
ぽ
つ
と
住
宅
や
店
舗
が
再
建
さ

れ
て
い
る
所
と
、
新
た
な
都
市
計
画

に
基
づ
い
て
建
っ
て
い
る
と
は
思

え
な
い
箇
所
。 

仮
設
住
宅
に
も
差
が
。
遠
野
市
は

災
害
を
想
定
し
て
、
既
に
建
て
ら
れ

て
い
た
。
使
用
後
は
高
齢
者
住
宅
と

し
て
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
地
元
の

木
材
を
使
用
し
た
立
派
な
も
の
。
孤
立

す
る
人
が
無
い
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
て
玄
関
は
向
か
い
合

っ
て
い
る
。
一
方
、
田
老
町
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
三
陸
み
や
こ
の
よ
う
に
、
住
宅
だ

け
で
な
く
、
商
店
街
ご
と
移
住
し
た
も

の
も
あ
る
。
し
か
し
、
阪
神
大
震
災
か

ら
進
化
し
て
い
な
い
プ
レ
ハ
ブ
も
… 

全
壊
建
築
物
に
も

差
が
。
宮
古
市
は
解

体

OK

か

NO

を
ペ
ン

キ
で
記
す
。
し
か
し
、

釜
石
市
は
赤
（
解

体
）
・
黄
（
瓦
礫
処
理
）
・
緑
（
そ
の
ま
ま
）

の
旗
を
立
て
る
。
住
民
感
情
を
よ
り
尊
重
し
、

丁
寧
に
対
応
す
る
の
で
、
処
理
が
な
か
な
か

進
ま
な
い
。 

 

宮
古
市
（
地
図
①
）
で
は
、
海
上
か
ら
海

岸
を
視
る
た
め
、
浄
土
ケ
浜
か
ら
船
に
乗
っ

た
。
浜
に
は
大
き
な
碑
が
二
つ
も
あ
り
、
１

９
６
０
年
チ
リ
大
地
震
の
津
波
と
１
９
３

３
年
（
昭
和
８
）
三
陸
沖
地
震
津
波
の
教
訓

が
記
し
て
あ
っ
た
。
船
員
の
方
か
ら
は
、
海

水
が
ま
だ
ま
だ
汚
い
が
（
私
に
は
充
分
き
れ

い
）
、
自
然
に
回
復
し
て
い
っ
た
こ
と
、
た

だ
し
、
海
草
の
種
類
が
変
化
し
た
こ
と
な
ど

を
伺
っ
た
。 

 

同
市
の
田
老
地
区
（
地
図
①
）
で
は
、
高

さ
10
メ
ー
ト
ル
延
長
約
２
・
５
キ
ロ
以
上

の
防
潮
堤
が
二
重
に
設
け
ら
れ
た
が
、
破
壊

さ
れ
た
。
特
に
新
設
さ
れ
た
も
の
は
、
津
波

に
真
っ
向
勝
負
と
言
う
形
で
あ
っ
た
た
め

被
害
が
甚
大
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
自
然
を
冒

涜
し
た
と
言
え
る
。 

 

大
槌
町
（
地
図
③
）
は
小
学
校
の
校
庭
に
、

仮
設
役
場
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
宝
塚
か
ら
職

員
さ
ん
が
一
年
間
応
援
に
行
っ
て
お
ら
れ

る
。
コ
マ
無
し
の
パ
イ
プ
椅
子
、
お
茶
も
書

類
を
入
れ
る
封
筒
も
な
い
。
町
長
自
ら
、
パ

ソ
コ
ン
を
操
作
し
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

～「岩手三陸・被災地フロントライン研修」報告～ 

左図は今回の研修行程を番号で示した 

岩手県の①宮古市→②山田町→③大槌町→④釜石市

→⑤大船渡市→⑥陸前高田市→⑦遠野市 

地図は以下から引用 
http://www.sanrikutetsudou.com/ 

wp-banner/2011_/frontline.pdf 

 

地図①：チリ地震津波の教訓 

 

地図⑤：越喜来（おきらい）小学校非常通路 

地図③：プレハブ大槌町役場 地図⑤：越喜来（おきらい）小学校非常通路 

地図①：手すりのポールが変形した防潮堤 

 

⑦ 



地図⑦：遠野市長の熱弁 

地図⑦：遠野木造仮設住宅 

 
大
船
渡
市
（
地
図
⑤
）
、
海
か
ら
約
２
百

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
越
喜
来
（
お
き

ら
い
）
小
学
校
。
約
４
百
万
円
の
予
算
で
校

舎
２
階
と
が
け
の
上
の
道
路
を
つ
な
ぐ
津

波
避
難
用
の
非
常
通
路
が
設
置
さ
れ
た
。
津

波
に
飲
ま
れ
た
子
は
い
な
い
。
こ
れ
ぞ
政
治
。 

 

陸
前
高
田
市
役
所
（
地
図
⑥
）
の
周
囲
に

は
、
集
積
し
分
別
さ
れ
た
が
れ
き
と
放
置
さ

れ
た
公
民
館
や
消
防
署
な
ど
の
み
、
広
大
な

原
っ
ぱ
に
な
っ
て
い
る
。
地
盤
沈
下
も
ひ
ど

い
。
市
役
所
玄
関
に
置
か
れ
た
市
民
憲
章
の

碑
と
市
旗
、
千
羽
鶴
や
花
束
と
と
も
に
、
乗

用
車
も
片
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

遠
野
市
（
地
図
⑦
）
の
仮
庁
舎
に
入
る
と
、

職
員
さ
ん
た
ち
が
並
ん
で
拍
手
で
迎
え
ら

れ
た
。
私
た
ち
が
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
方
な

の
に
、
ビ
ッ
ク
リ
！
市
長
の
す
ご
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
。
宝
塚
で

市
長
の
講
演
が
あ
っ
た
の
で
、
部
長
が
説
明

す
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
市
長
自
ら
、
し
か

も
30
分
も
延
長
し
、
交
流
会
で
も
最
後
ま

で
居
て
く
だ
さ
り
、
翌
朝
宿
所
へ
挨
拶
に
来

ら
れ
る
と
い
う
歓
待
ぶ
り
。
阪
神
間
の
後
方

支
援
拠
点
を
め
ざ
す
エ
ー
ル
と
思
う
と
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
。 

  

政
治
力
を
実
感
し
た
話
を
２
つ
。
大
船
渡

市
三
陸
町
吉
浜
地
区
は
、
１
８
９
６
年
の
明

治
三
陸
地
震
で
当
時
の
住
民
の
２
割
を
失

う
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
後

市
長
は
、
私
財
を
注
ぎ
込
み
借
金
も
し
、
ま

た
議
員
も
住
民
に
高
台
移
転
を
粘
り
強
く

説
き
、
実
現
し
た
。
今
回
住
民
千
４
百
人
の

う
ち
、
行
方
不
明
者
は
１
人
。
倒
壊
し
た
住

宅
は
４
百
40
戸
の
う
ち
、
３
戸
、
４
棟
に

留
ま
っ
た
。 

  

岩
手
県
普
代
村
で
は
、
死
者
ゼ
ロ
、
行
方

不
明
者
１
名
に
留
ま
っ
た
。
明
治
・
昭
和
の

三
陸
大
津
波
で
多
大
な
犠
牲
者
を
出
し
た

こ
と
か
ら
、
当
時
の
村
長
が
防
潮
堤
と
水
門

の
二
つ
の
工
事
を
行
っ
た
た
め
、
避
難
轟
々
。

総
工
費
35
・
６
億
円
、
明
治
の
津
波
が
15
ｍ

だ
っ
た
こ
と
か
ら
15
・
５
ｍ
の
高
さ
に
こ

だ
わ
っ
た
の
も
、
人
口
３
千
人
の
村
に
は
身

の
丈
以
上
と
言
わ
れ
、
村
長
退
任
時
に
「
50

年
後
の
人
が
き
っ
と
評
価
し
て
く
れ
る
」
と

言
い
残
し
た
そ
う
だ
。 

  

現
代
の
私
た
ち
は
歴

史
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
し
、
集
積
さ
れ
た
科

学
的
デ
ー
タ
も
あ
る
。 

 

被
災
地
の
未
来
は
、

元
気
を
取
り
戻
し
た
市

民
の
力
と
、
政
治
的
判

断
に
委

ね
ら
れ

て
い
る
。 

 

地図⑥：破壊された陸前高田市役所前に積み上げられた分別済みのガレキ 

 

早苗田の会 

 
杉山鮎水 選 
 

五
月 

（
特
選
）
花
び
ら
の
深
み
重
な
る
藤
の
花 

 
 

峯
子 

 

◇ 

遍
路
笠
小
花
を
つ
け
て
阿
波
路
へ
と  

 

恵
之
輔 

 

◇ 

撫
牛
を
並
ん
で
撫
ず
る
子
供
の
日 

 
 

綾
子 

六
月 

（
特
選
）
連
山
は
緑
の
つ
づ
れ
鐘
を
撞
く 

 
 

峯
子 

 

◇ 

紫
陽
花
の
色
に
は
じ
ま
る
長
電
話 

 
 

峯
子 

 

◇ 

十
薬
は
山
か
げ
に
住
む
切
支
丹 

 
 

恵
之
輔 

七
月 

（
特
選
）
沙
羅
の
花
観
音
の
衣
の
ひ
だ
深
し 

 
 

綾
子 

 

◇ 

沙
羅
咲
い
て
涅
槃
の
釈
迦
の
肘
ま
ろ
し 

綾
子 

 

◇ 

し
つ
と
り
と
紫
陽
花
映
ゆ
る
久
安
寺  

 

恵
之
輔 

 

＜会員募集中＞ 
俳句は人の心のエッセンス。 
句会は月１回大島事務所で開催。 
ご参加の連絡をお待ちしています！ 

 

地図⑥：陸前高田市役所玄関 

 


